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過密都市架空配電ケーブルとその付属品

過密都市架空配電近代化の必要性がタロw【ズアップしてきている｡そこで装柱方式

の改善を主8艮として､これに使用するケーブルとその付属品について検討のうえ試作

Lた｡

ここでは,高圧側6kV用として開発した半導電性シースタイプの架空ケーブルなら

びにそのT分頼朝妾続部,高圧引下げケーブルおよぴその変圧器側接続部について,低

圧倒用としてイ氏庄多心ケーブルおよび低圧分岐箱について報告する｡

6kV地中配電用ケーブル

6kV級地中配電用ケーブルの最近の動向に基づき,アルミニウム導体の検討ならび

に大容量配電用耐熱架蜂ポリエチレン絶縁性の開発を行なった｡

アルミニウム導体については,長期通電により熟伸縮現象を湘定し,貴重なデータ

を得ることができた｡㌧

耐熱架橋ポリエチレンを実際のケ∵ブルに適用Lて特性を調査した結果,常時110

0c,短時間1300c許容可能であることカ滞在記きれた｡

超高層ビル用電力幹線の動向

従来,パスダクトが主体であったビルディング用大容量幹線は,超高層ビルデイン

グの出現によって垂直幹線はアルミニウムを導体とするケーブルタイプのものに移行

しつつある｡これは,おもに工事の難易さ,保守点検などの理由によるものである｡

ビルデイシダ用西部宅方式は,信頼性の良いスポットネットワーク方式が採用され,

400V三相4線配電方式が主体であるが設備容量の増大に伴って一部3.3～6.6kVによ

る高圧配電も併用されている｡これらは,いずれも工事省力化の見地から中間支持が

少なくて済むものが要望されている｡

また,電子喜汁昇級弔電源をはじめとする低電圧降下幹線としても絶縁パスダクトに

代わるケーブルタイプのものが要求きれう始めておr),一部実用化されている｡

ビルディング用絶縁バスダクトの耐震性

ビルディング用イ氏圧電力幹線として,広く使用されている絶縁バスダクトの信頼性

確認の一環として垂直布設状態での耐震性を確認するため､莫規模のモデルを使い,

振動,曲げ,通電など-づ垂の実験を行なった｡

その結果,垂直布設状態における絶縁バスダクトの固有振動周波数および振動のモ

ードが正確に把j崖きれ,絶縁パスダクトがビルディングの振動と共振を起こす懸念ほ

ほとんどないことが明らかになった｡また,地震による加速度およびビルディングの

揺れに対しても,寿鵬パスダクトは十分な安全率をもって耐え得ることが確認された｡

さらに,_日記の単一･叩一条件での実験.検討の結果から,絶縁パスダクトのサイズまた

はビルディングの階高か今回の実験条件と異なる場合でも､その振動特性を簡単な測

定により計算で求める手法を確立することができた｡

銅被アルミニウム線の屋内配電線′､の適用

電線,ケーブルのアルミニウム化は徐々に夜通しつつあるが.屋内配電線では接続

上の間碍が残り普及率はきわめて低い｡筆者らは,銅被アルミニウム線の利点を生か

し,屋内酉己電線への適用を検討して鋼線と同様に扱えることを明らかにした｡また日

立電線株式会社の諸施設に適用し,.その安全性を実証した｡本報告では鋼被アルミニ

ウム導体の機能的特性,接練性および施工例について紹介する｡
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過密都市架空配電ケーブルとその付属品
Cables and Accessories of Overhead Distribution
for DenselY Crowded Cities

0ve｢pop山atio=0=hecitieshasbro=ghthomethe=eCeSS-tyOfmodernizationof

OVe｢head dist｢ibutionsystems†0rthoseareas･Withaviewtotheimprovementof

POlei=St∂llatio=method･WeCO=d=Cted exte=Siveresearchesandtri∂■■Yma=Ufac-

tu｢ednewtypesofcablesa=daccessoriesfor=SeWiththes∂meSyStem.lntroduced

inthisa｢tictea｢eaerialcableswithsemi-CO=d=Ctivesheath∂=ditsT-branchsplice

box′POle-d｢opcables′andco=neCtOrS.tranSformersforprim∂ryCircuit(6kV)and

mu柑co｢ecablea=dbranchspliceboxforsecondarycircuit.

ll 緒 言

従来採用されている6kV架空配電方式では図1(∂)に示すよ

うに,電柱上に高圧線,高圧引下げ棟,変圧器,低圧線が設

置されており,さらには,高圧線,高圧引下げ線,カットア

ウト スイッチおよび変圧器への継ぎ込み部のり-ド線はすべ

て絶縁電線が使用されていることなどから作業の省力化,保

守点検作業時の安全性にやや難点があり,また美観に欠ける

などの問題がある｡この傾向は特に過密都市において深刻な

問題となりつつある｡

これらの問題の改善策として､以下の点が考えられる｡

(1)高圧部はしゃへいを施し,充電部を隠蔽(ペい)化し,安

全性を高める｡

(2)電柱からの直接引込みを極力避け,引込幹線として低圧

側分岐回路をまとめる｡

(3)保護機器を変圧器に内蔵するなど各種機材を一体化し,

装柱を簡素化する｡

以上の改善を行なった場合の装柱法を示すと図=b)のよう

になる｡高圧線,高圧引下げ線はしゃへい付きケーブルとし,

保護機器は変圧器に内蔵し充電部露出をなくす｡さらに低圧

側は低圧分岐箱,引込幹線を使用することにより電柱まわり

の乱雑さは解消されて安全性が向上し,装柱の簡素化を図る

ことができる｡

本報告では,これらの改善を行なうために開発した高圧架

空ケーブルおよびそのT分岐接続体,高圧引下げケーブルお

よぴその変圧器側接続部,低圧幹線,引込幹線ならびに低圧

分l岐箱の検討,開発二状況について述べる｡

凶 架空ケーブル

従来多周されている架空ケーブルは地中ケーブルをそのま

ま延長した構造のものであるが,架空配電用としての機能面

を考えると必ずしも満足なものではない｡そこで,今回はこ

の点も十分考慮し,しかも各種ケーブルを総合的に比較検討

のうえ半導電惟シースタイプ0を指向することにした｡

2.1 構造と特長

図2は新形架空ケーブルの構造を示すものである｡ラッシ

ングテープとしては耐食性にすぐれ,かつしゃへい効果も期

待できる耐食アルミ合金テ【プを使用し,その形状(ピッチ

および断面積)は系統の短絡強度をもとに決定した｡

変圧器

(a)従来の装蛭

高圧線

吉岡正幸* 〟〟5αy〃たJ‰5ん～0ふ｡

森屋克男* 方αござ"0肌汀Jyα

村木i告二* 方∂ノf〟加rαん∫

丸茂守忠*
■肌汀～紬d｡肋r址m｡

岩城清隆** 〟才yo!〟如∫ぴα鬼才

丁分岐

架空ケーブル

高圧引下げ樟

高圧力ットアウト

高圧引下げケーブル

変圧器内蔵

保護横器

変圧器

低圧分岐箱

低圧幹線

(b)改良菓柱

図l 装柱例図 高圧側のLやへい付きケーブル化,低圧側の幹線化によ

り,装柱の簡素化と安全性の向上が図れる｡

Fig.1Examples oflnstallation on Pole

ケーブ/レの特長としては,

(1)各構成材料が複合機能を有する合理的な構造で,しかも

全体としての必要機能を持っている｡すなわち,

(a)半導電惟シース:電気的しゃへい兼保護シース

(b)ラッシングテー70:電気的しゃへい兼線心バインダ

(c)メッセンジャ ワイヤ:接地線兼テンションメンバー

(2)絶縁体とシース間に金属屑がないので,富サージ伝搬速

度差によるシ】ス破壊の危険がない｡

(3)軽量で金属テープがなく取扱い性が良好で,かつ付属品

への接続作業がきわめて容易である｡

*

日立電線株式会社日高工場
**

日立電線株式会社
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メッセンジャ ワイヤ

ラッシングテープ
′

(耐食アルミ合金)

半導電性ビニルシース

絶縁体

(架棟PE)

導体

(柑Ommり

図2 ケーブル構i昌 簡略化された構造であり,重量は4.6kg/m(6.6kV

柑Omm】)と軽量である｡

Fig.2 Cab】e Configu｢ation
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(4)基本構造はトリプレックス形のため,電i売春量が大で,

′トサイ ズ化が図れる｡

2.2 架空ケーブルの諸特性

ケーブルは各種一般特性(破壊,屈曲ヒートサイクル)を

実施しなんら問題のなし-ことを確認した後,構造の特殊性か

ら懸念される諸特性を重点的に検証した｡

(1)地絡特′性

新形ケーブルは各心金属しゃへい層がなく,接地金属体(ラ

ッシングテープ)までの距離があるため一線地絡時のリレー

検出惟､ケーブル損傷状況について確諸を行なった｡実験は

実際の非接地系統を模擬した配電線地絡試験装置を使用し,

地絡位置､形二状,再閉路および再々閉路の効果をみた｡供試

試料には比較の意味で通常の地中ケーフナルに近い構造のもの

(各心鋼テープしゃへい付き)を加えた｡その試験結果を表1

にまとめたが､二大のことがわかった｡

(a)新形ケーブルはいずれもリレーが安定に動作をしている｡

一方,銅テ【プ各心しゃへいのものは系統の静電容量が小さ

い領域で不安定な動作状況である｡

なおこの動作とは,事l牧フィーダリレー動作,回路しゃ断,

しかも健全フィーダリ レー不動作を意味している｡

(b)再閉路,再々閉路の場合も第1回投入時と同様に確実に

動作する｡

(C)地終点の内傷と外傷との差はほとんどないものといえる｡

(d) ラッシング テープ間隔が大きくなると,アーク地終が不

安完三になる｡ただしリ レーは動作する｡

(e) メッセンジャ ワイヤ直下で地給してもワイヤが溶断する

表l 地絡試験結果 新形ケーブルは安定したリレー動作をLている｡

TablelResuトts o†Relay Ope｢ation Test at Sin91e Line-tO-G｢OUnd Fault

実験

No.

ケーブル

構 造

試験条件 破壊部
投 入 結 果

△…断線直前×…断線 0…断線せず ×‥･三相短絡

電圧

(kV)
電涜

(kA)

時間

(s)
位 置 種 類

メッセン

ジャワイヤ

ラッシング.
テープ

導 体 三相短絡

1

半導電性

ビニルシース

ラッシング

テープ

間隔

60mm

6.6 1.0 1.0

c
B

OA

外 × ×

A

B

C

0

0

0

0

2
c

B

OA

〝 ○ × ×

A

B

C

0

0

0

0

3 同 上 内 △ × ×

A

B

C

0

0

0

0

4

6.6 3.0 0.4

No.1と同じ 外 × × ×

A

B

C

0

△

0

()

5

B

co
A

// ○ X X

A

B

C

0

×

△

× 0.31秒後

6 6.6 10.0 0.4 ND.5と同じ
// 〉く × ×

A

B

C

0

×

0

0 昌■芸諾

厳牧園篠 短絡保護Lや断シャント電流調整
メッセンジャワイヤ

発電機
′

A

B 事故相

C

架空ケーブル

注:実験はすペて再開絡まで実施した｡

損傷度は第↑回投入で汲まり,再閉路してもほとんど変わらない｡
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表2 異相地絡試験結果 最過酷時でもケーブル断線という現象は起こらないことが確認された｡

Table 2 Res山ts of Double Jine-tO-Ground Fa山t Tests at Different Points

ケーブル

構造

C

〃F/相

*

地

絡

位
置

*

地

緒
種

顆

リレー動作(電源Lや断)時間(s)

備 考

第1回め 再閉 路 再々閉路

半導電性ビニル

シース

ラッシングテープ

間隔

80mm

0

A
内 10.2 8.4 8.5

外 11.2 9.1 16.4

C
内 16.6 8.2 8.0

外 12.5 8.8 8.7 メッセンジャワイヤ若干損傷

1.12

A
内 3.8 3.5 3.2

外 〝 3.7 3.1

C
内 〝 3.5 3.3 ラッシングテープ1枚溶断

外 3.7 3.4 3.5 //

3.36

A
内 3.4 3.2 3.1 //

外 3.0 2.8 3.8 JJ

B 外 3.3 3.2 2.8 ラッシングテープ2枚溶断

C
内 3.4 3.1 3.1 ラッシングテープ1枚溶断

外 3.1 3.2 3,2 メッセンジャワイヤ若干損傷

同上

＋各心銅テープ

0

1.12

3.36

A
内 不動作 13.4 21.8

外 〝 不動作 不動作

〝

内 3.5 3.4 3.5

外 3.6 3.5 3.7

〝

内 3.3 3.2 3.2

外 3.4 〝 〝

注:*地終世置=A;ラッシングテープ中間,B;線心より合内乱

C;メッセンジャワイヤ直下

地絡種類=内絶縁体のみに地終孔

外 半導電性シース.絶落体に地希孔

試験回路

k〉A KVA

150 50×3POS

鞘m3.3kV 210〉/
210〉/8.8kV

くべ
GPT

ZCT POS 供試ケーブル

67G】

87GO

(系統模擬)

64〉

64V:限時接地リレー

(零相電圧検出用)･
67GI:選択接地リレー

(地終電流検出用)
67GO:選択接地リレー

(健全回線用)

ことはない｡

以上の結果､新形ケ【ブルは各心銅テープしゃ/＼い構造の

ものよりむしろ地絡時のり レ【検出の確実J空が拓いことがわ

かった｡

(2)異本‖地絡一純綿特性

架空ケーブルの場合,これに接続されている絶縁電線が古

学などでJ也給した場fナ,架空ケ【ブルの他線心がJ也給し,知

終に移行したときの挙動,捌侮状況′.■)把(は)握は安全面から

ぜひ確認しておくノ以､雪がある｡

試料を実際の布設状況を校旗巨して設置し,メッセンジャ ワ

イヤの‥上端を健全柑に接続する｡‾‾二村1豆斥を印加すると同時

に事故和とメッセンジャ ワイヤ間を無絹各させることにより異

相地終車放を校擬した｡表2はそグ)結果を示すものである｡

要約すると,

(a) メッセンジャ ワイヤは‾一弓㍉枚点がメッセンジャ ワイヤ直

下の場でナ,1kAの電流イ直でアークにより溶断する｡

(b)上記以外の事故∴とでは10kA以上通電してもメッセンジャ

ワイヤは異常はない｡

(C)短絡か発生すると電†充通路は伺完三する似内にあり,ケー

ブル導体とメッセンジャ ワイヤの4本すべてが断線すること

はない｡

(d)第1[叫乍舶各と再投入による節2回無主格におけるケーブル

才州別犬況の差はなく,拭傷程度は第1回某舶各でほとんど決ま

る｡

以上種々の条件で試験をした結果,殻恵一事態でもケーブル

断線落下は起こらないので安全性は卜分てあることが確認で

きたr､

(3)誘起電圧の検討

新形ケⅦブルは全面には金属しゃへいがないので,半フ導電

作ビニルシ【スのしゃへい効果の確認試験を行なった｡

ケⅦブルノ導体に交ラ充電圧およびインパルス電圧を印加し,

シース表面とラッシング テ【プ間の誘起電圧を測起する｡表3

はその結果をホすものである｡インパルスに対しても0.2%

程J空誘起されるのみであるので,作業者に対する安全性は問

題はないといえるくつ

表3 誘起電圧測定結果 インパルス誘起電圧は約0.2%であり,安全上

の問題はない｡

Table 3 Measu｢ement oflnduced Voltage on Sheath Surface

When AC o｢lmpuIs(∋ Vo托a9eis Applied

測定条件 電圧 交 流 インパルス

J 120mm 60mm 120mm 60mm

課電圧(kV) 3.8 6.6 3.8 6.6 60 60

誘起

電圧

1線心課電 50mV 86mV 11mV 14mV 170V 105V

3緑心課電 108mV 187mV 35mV 61mV 〝 〝

試験囲拷

よ + J ト v ≡‾

AC

/0｢インパルス
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以【Lの諸検討の結果,今回開発した架空ケーブルは,従来

ケーブルより総合的特性にすぐれた信頼性の高いケーブルで

あることが判明した｡.

田 架空ケーブル用丁分岐接続部

高圧線(高圧機器リード線および高圧引込線など)のLや

へい付きケーブル化に伴い,各種の接続部が必要になってく

るが,過密都市架空配電の場合,ほとんど各柱ごとに分岐が

必要となるため分1岐接続部が特に多用される特徴がある｡

3.1 構 造

分岐接続部の構造は図3に示すとおりである｡使用する場

所が柱上であり,分岐線側は電柱に沿って引き-卜げる場合が

ほとんどであるので形二状はT分岐としている｡各部の構造は,

(1)導体の接続は,本線側は一度]濠続すれば七〃I)離すことは

ほとケどないので,確実な圧縮方式とした｡分岐線側は需要

変更に伴う変圧器の交枚,ケ【ブルのサイズ変更に容易に対

処できるように着脱可能なプラグイン構造としている｡

(2)絶縁は,作業が容易で特性の安延が期待できるゴムモー

ルド成形品を使用し,コンパクト化し,現場でのテープ巻き

作業をなく した｡

(3)本線側の接続作業手順は,導体を圧縮接続し;あらかじ

めケーブル側に差し込んでおいた絶縁筒を接続部にもどすこ

とで接続が終わる｡ケーブル絶縁体と絶縁筒との間にはスペ

ーサを入れ,シースはぎ取り寸法の縮′トと,スペーサの交換

によりケーブルサイズ違いに対処できる構造とした｡

(4)分岐線側は一部部品の交換により,8mm2高圧引下げケー

ブルと22～150mm2CVケーブルとが接続できる構造となって

おり,プラグイン部の抜け止めはスチールボールとFRP(ガ

ラス繊維強化プラスチック)固定筒の操作によって行なう｡

さらに8mm2高圧引下げケーブルを分【岐する場合は,変圧器,

または高圧引下げケーブルの短絡事故(3kAl.2秒以上)時,

l
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挙′

吋

9

70

㊥㌫
7

3

】

4651

9

7

8

2

図手 名 称 回春 名′ 称

① 架空ケーブル ④ 絶 縁 筒

(垂CVケーブル(22～150mm2) 面 プラグイン接続部

④ 高圧引下げケーブル(8mm之)④ FRP固定筒

④ 丁分岐体 (彰スチールポール

桓)ゴムスペーサ

図3 6kV架空ケー‾7ル用丁分岐接続部 ゴムモールド成形品を使い,

外表面はスカイグレー色に塗装を施Lている｡

Fig.3 Tee B｢anch Splice Box fo｢6kV AerialCable
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すみやかに分山支部で自己しゃ断し,被害を最′ト限にくし､止め

るとともに,一部部品の‾交換により再通電可能な特件を有す

るよう工夫している｡

3.2 T分岐接続部の諸王特性

二大にT分岐接続部の組み立てたものについて行なった諸試

験の結果につき述べる｡

(1)現地組立てに準じ組み立てた接続部の初期電気特性は,

表4に示すとおりである｡交流長時間破壊,インパルス破壊

ともに6kV用として満足できる値である｡

(2)浸水ヒートサイクル試験

接続部を水中にi受せきし,乞も中に州ているケーブル噂体托.し

度(分l岐縁側に150mm2cvケーブルを接続した場fナは100mm2

本線側温度,8mm2を接続した場合は8mm2～導体～且度)が900cに

なる電i充を8時間通電,16時間休+Lを1サイクルとしてi充し,

30サイクルを行ない,7サイクルごとに絶縁･眠杭測完三,コロ

ナ開始電圧測定,交盲充耐電圧試験22kVl分間を行なった｡さ

らにヒートサイクル終了後▲交ラ充耐電圧試験32kVl分間,イン

パルス耐電圧試験95kV3回を行ない,その後,交流長時間破

壊(32kV/30分＋5kV/30分昇圧)を行なった結果,破壊他は

52～67kVであり,特に異常は認められなかった｡

(3)知時間電i充通電言式験

ケーブルを接続したT分岐接続部を実装柱に近いこ状態に同

定し,各種の三和電i充を通電し,試験前彼の絶縁抵抗,コロ

ナ開始電圧を測定した｡さらに試験後ケ‾【ブルの溶断しなか

ったものはそのまま,音容断したものは接続部の部品を交検し,

新しいケーブルを才妾続して22kV,1分間の交流耐電圧i式験を

行なった｡表5はその結果を示すものである｡高圧引下げケ

ーブルが溶断した場合,数サイクルから十数サイクルで自己

しゃ断し,被害を養を小限にくい止めることができ,さらに一

部部品を交換すれば,T分岐本体は交検しなくても再使用で

きることを確認した｡

(4)冷熱試験および温度上昇試J験

ケ"ブルを接続した試料を-20Dc冷却,＋900c加熱をおの

おの3時間行ない,これを1サイクルとし12サイクル行なっ

た後,交ラ充耐電圧試験22kVl分間､インパルス耐電圧試験95

kV 3h可を行なったが異′常は認められなかった｡また分岐線側

に150mm2C Vケーブルを接続して,300A,400A､500Aまた

8mm2の高圧引下げケーブルを接続して,80A,100A,110A

の電流きそれぞれ5時間以上通電し,各部の温度が飽和する

まで行なったが,いずれの場合も異常子息J空上昇は認められな

かった｡

以上各種のナ実証試験の結果,/卜回開発したT分岐接続部は,

実用_L問題グ)ないものであることが確認できた｡

表4 T分岐接続部の初期電気特性 6kV用としては十分な特性を有し

ており.性能も安定している｡

Tab】e 4 仙tialElect｢jcalP｢op即ties of Tee B｢anoh Sp=ce Box

試 験 項 目 特 性 備 考

コ ロ ナ開始電圧 10.4～12kV 測定感度 5PC

交流長時間破壊電圧 52～6了kV 32kV/30分＋5kV/30分昇圧

インパルス破壊電圧 150～210kV 95kV/3桓]＋5kV/3回昇圧
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表5 T分岐接頚琉部の短時間電流通電試験結果 高圧引下げケーブルが溶断しても,部品交換で再使用

可能である｡

Table 5 Test Res山ほOf Sho｢t Time Ove｢cu｢rent of Tee Branch Splice Box

分岐側ケーブル
課 電 圧 3くb目電)売値 課電時間 自己し■や断時間

試料状況
絶縁抵抗 コロナ開始電圧

備 考
(kV) (kA) (s) (一㌔) (MO) (kV)

高圧引下げケ

-ブル(8mrnり

2.2

(川.0)

(13.3)

(14.7)

0.33

0.75

0.85
分岐側ケー‾7ル

三相)容断

18

2′000く

18

一部部品交換後

AC22kV/l分OK

// 6.6

6,15

6.05

6.30

0.39

6.0

4.0

14

2.000く

200

3_84

3.50

3.90

卜32

14.3

19.0

500

2.ODO<

6.3

l.02

卜00

l,03

0_97 異常な し

Z.000く 9.8

10.0

10.2

AC 22kV/l介OK

150mmマ

CVケーブノレ
0.22

14.6

14.5

】3.3

l.13

2,080< 10_6

9.6

10.8

5ZkVハ3分破壊

22kV′/l分＋5kV/30分昇圧

〉主:3qコ目電;売値()は推定

【】 高圧引下げケーブル(1)

高圧引▲‾Fげケーブルとしては,安全上から完全にしゃへい

できる構造であることが必要であるが,使用場所の特殊怖か

ら可能なかぎりしゃへい層を簡易化し,かつ取扱い作業性の

良好なものを指向した｡この観点から導体は8mm2,絶縁体は

架橋ポリエチレンとした｡しゃへい層については,半導電惟

シースにしてしゃへい層を兼ねさせる構造,半導電件シース

と埋込金属線を併用する構造,金属テープ巻きしゃへいとシ

ースを別個に用いる構造の3種につき試作試験Lた結果,イ

ンパルス印加時,ケーブル シース上への誘起電圧の点,地絡

i投降時の接地リレー動作の点から金属テープ巻きしゃ′＼いと

シースを別個に用いる構造を採用した｡金属テープは作業性

の点から鋼テープを開き巻きとし,シースは美観上スカイグ

レー色のビニル被覆とした｡この高圧引下げケーブルの特性

は,屈曲,ヒートサイクル試験ともに異常なく破壊試験でも

6kV用として十分な値を示した｡

95

⊂〉

(り

､高圧引下げケーブル

､--■‾■`‾‾､一端末ゴムモールド

取付金具

_.一己

/
変圧器壁

がい管

プラグイン接続部

図4 高圧引下げケーブル用変圧器側接続部 接続作業は取付金具

のボルト締めのみで終わる｡

Fj9.4 Connecting Pa｢t to Transformer for High Voltage PoIe

Drop Cable

白 高圧引下げケーブル用変圧器側接続部

高圧引下げケーブルの片端は3項のT分岐接糸売部へ,もう

一方は変圧器に接続されるが､高圧引下げ線のしゃへい付き

ケーブル化に伴い,変圧器継ぎ込み部においても充電部を露

出Lない構造とするために,必然的に変圧器直結接続部が必

要となってくる｡また使い方としては,あらかじめ変圧器工

場において変圧暑引こケーブルを接糸売しておき,現地では片端

をT分1岐接続部に継ぎ込む作業のみを行なうことを目標とし,

また変圧器コニ場での接続作業も特に特殊技能を必要としない

ことを臼標に検討Lた｡図4は,その構造を示すものである｡

導体の才妾続は抜き差し可能なプラグイン構造とし,がい管を

使用し内部に絶縁音昆和物を充てんし,ケーブルしゃへい端の

電界緩和はケーブル端部に取付金具と一体に絶縁ゴム,導電

ゴムをモールド成形した｡また形状は変圧器上部での使用ス

ペ【スを低減させるために接続部分でケーブルをL形に曲げ

ている｡このケーブル接続部の電気特性は,表6に示すとお

i)である｡

l司 低圧ケーブル

電柱からの直接引込みはできるだけ止め,需要家の近くま

で引込幹線で持って行き,そこから改めて分岐引込みを行な

い装柱を簡素化すること,さらに使用スペー.スの低減を図る

ために従来の絶縁電線に代わってケーブル構造のメッセンジ

ャ ワイヤ付き低圧多心ケーブルを開発した｡図5はその構造

表6 高圧引下げケーブル用変圧器側接続部の特性 がい子設計は

他のヰ鼓弓持との保護協調を考慮Lて寸法を決めたが,予想どおりの表面閃(せん)

絡特性である｡

Table 6 Prope｢ties of Connecting Pa｢t to Transformer for

High Voltage Pole Drop Cable

試 験 項 目 特 性 破壊場所 備 考

コ ロ ナ 開 始 電 圧 9.6～llkV 三則定感度 5PC

交流

長時間
破壊

がい子表面閃絡 45kV が い 子表面 32kV/30分

＋5kV/30分昇庄油 中 破 壊 57一一了2kV ゴムモールド部

イン/ヾル

破壊

がい子表面閃絡 了5～85kV が い 子表面 95kV/3【司

＋5kV/3回昇庄油 中 破 壌 160～2】OkV ゴムモールド部

67
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表7 低圧分岐箱の性能 異常なく定格負荷開閉が可能である｡

Table 7 Characteristics Secondary Branch Box

搾…､:く…､ミ′､さヾ､三訴

蛙､章……､…ミミお

死去､三き…､､三､…謂
､＼､.二羊

メッセンジャワイヤ(38mm2)

メッセンジャワイヤビニル被覆
(スカイグレー塗色)

ラッシング ワイヤ(1mm¢)
ラッシング ワイヤビニル被覆

(スカイグレー塗色)

導体
U,∨相60mm2
W,N相38m打l2

ビニル絶縁(黒,赤,自,緑色)

ビニルシース(スカイグレー塗色)

図5 低圧多心ケーブル 耐熱ビニル絶縁により特性向上を図っている｡

Fig.5 Seconda｢y Multi-Core AerialCable

を示すものである｡これは電柱間の低圧幹線用ケーブルおよ

び引込幹線用ケーブルとして使用するもので,ケーブル絶縁

体は信頼性を向上させるために超耐熱ビニルを使用し,表面

は環境への調和を図るためにスカイグレー塗色ビニルで被覆

している｡

l】 低圧分岐箱

従来電柱からの引込線にはキャッチを接続して保護を行な

っていたが,装柱改善を行なうにあたり低圧回路の幹線ケー

ブル化を図るとともに,これに見合ったものとして低圧線保

護用ヒューズ(限流ヒューズ)を内蔵できる小形で取扱い容

易な低圧分岐箱を開発した｡種類は,本柱用,引込柱または

ロ

変圧器二次ケーブル

プラグイン

接続部

分岐ユニット

プラグイン･

接続部

ヒューズユニット

引込幹線

∪
U
図
6

木柱用低圧分岐箱 接続部はすペて負荷開閉可能なプラグイン接続

Fig･6 Secondary Branching Box for Main Pole
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項 目 特 性

絶 縁 抵 抗 相聞,対地間10MO以上

絶 縁 耐 力 相聞,対地間 2′000Vl分以上

負

荷

開

閉

変圧器二次ケーブル接続部
電圧2】0V,力率0.7以下,電流600A

を連泰売5回以上

そ の 他 の 接 続 部
電圧210V,力率0.7以下,電流200A

を連続100回以上

励磁突入電流投入 連続10回以上

過 電 〉充 耐 量 18′000A O.1秒

電線ケーフル接木売郡の引抜き,破断 50kg以上

屋側用および地中引込用の3種類である｡これらのうち,本

柱用の構造は図6に示すとおりである｡某本構造は3種類と

も各相ユニット化し､これを組み合わせて使用する構造とし

た｡享た電線ケーブル接続部はすべてプラグイン接続とし,

ワンタッチで着脱ができ,電i売春量によリ600A,400A,200

Aの3種類があり,開閉スイ
ッチを省略するためそれぞれ負

荷開閉ができる構造となっている｡また接続部には必要に応

じヒューズを取り付けることができ,このヒューズは溶断表

示付きで外部から表示を確認することができる｡さらに変圧

器内に内蔵してある保護機器との保讃協調を考慮した特性と

なっている｡

表7は,この分岐箱の諸性能を示すものである｡

l司 結 言

以上述べたように,過密都市架空配電の近代化を図るたれ

装柱改善を目的として,6kV架空ケーブルおよぴその接続部,

高圧引‾Fげケ【ブルならびにその接続部,低圧多心ケーブル,

の

q〇

低圧幹線

ケース

低圧分岐箱を開発して各種性能

試験を行なった結果,初期の目

的を十分に果たすものであるこ

とが確認できた｡これら開発品

はすでに一部東京電力株式会社

管内で採用されており,現在良

好な運転実績を得ている｡今後

はさらに細かい配慮を加え改良

していく所存である｡

最後に本ケーブルの開発研究

にあたり,種々ご指う尊,ご協力

をいただいた東京電力株式会社

および株式会社日立製作所,日

立電線株式会社の関係各位に対

し深謝する次第である｡
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